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１
製造工程におけるエネルギー
使用量またはGHG排出量

６
①製造企業における残糸・裁
断くず等の廃棄量

２ 製造工程における水使用量 ６
②アパレル企業における販売
製品の廃棄量

３
環境に配慮した原料・素材の
使用

７ 回収した衣料品の処分方法

４ 使用、廃棄にかかる環境負荷 ８ 生物多様性に関する取組

５ 化学物質の使用量 ９ その他環境配慮に関する取組

全国どこでも分けて出せる（▲6万トン）

衣類回収システム・受け皿の整備

繊維産業は、原材料調達から製造・利用、廃棄に
至る過程において多くのGHG（温室効果ガス）を排
出するとともに、化学物質の使用や大量の水資源を
消費しています。衣類はファストファッション（※）台頭
の中で大量生産・大量廃棄の状況が続いており、環
境負荷の低減が急務となっています。

このため、政府は2024年6月、「繊維製品における
資源循環ロードマップ」を策定し、2030年をターゲット
イヤーとして、家庭の廃棄衣類の2020年度比25％
の削減など、4つの目標を設定しています（図表1）。

１．家庭から廃棄される衣類の量 2020年度比25%削減

２．手放される衣料品のうち繊維to繊維リサイクルで５万トン処理

３．環境配慮設計ガイドライン（注）の企業普及率80%

４．国内主要アパレル企業の情報開示率100%（図表3参照）
（2026年を目処に国内大手アパレル企業における情報開示を徹底）
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続く衣類の大量廃棄！！
～繊維産業の環境負荷低減に向けて～

品質向上のため
アンケートにご協力ください。

PCの方は
コチラを
クリック

※ ナインアウト株式会社が提供する
アンケートサイトへ遷移します。
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廃棄削減と情報開示を一体的に推進

期待される資源循環型産業への転換

政府は今年3月、「サステナブルファッションの推進に向けたアクションプラン」を策定しました。これにより、繊維産業にお
ける「資源循環システムの構築」を強力に推進するとしています。

因みに、環境省の推計によれば、2025年の衣類の
国内新規供給量82万トンに対し、約6割に相当する
50万トン（うち家庭から46万トン）が焼却等により処
理されています。こうした中で、今回のアクションプランは
「資源循環システムの構築」に向けて、リユース・リデュー
ス・リサイクルの強化を中心に取り組んでいく内容となっ
ています（図表2）。

また、こうした取組は情報開示と一体的に推進されて
います。すなわち、政府は2024年6月、上記ロードマッ
プと併せて「環境配慮情報開示ガイドライン」を策定し、
国内大手アパレル企業に対し、本年を目処に、製造工
程におけるGHG排出量や水の使用量、環境に配慮し
た原料・素材の使用などの情報開示を徹底するよう強
く働きかけています（図表3）。

今後、紡績・染色・製織・縫製など製造工程を担う
中小事業者等においても、関連情報を適切に把握し
提供していく必要性が増すとみられます。このため、大手
アパレル企業など取引先と連携し、情報収集を進め、
ひいては、環境負荷の低減に取り組んでいく必要があり
ます。

図表3 環境配慮情報開示ガイドラインの開示期待項目

図表2 2030年度▲25％目標達成のイメージ

図表1 繊維製品の資源循環ロードマップ（2030年度目標）

（※）ファストファッション：最新トレンドを取り入れた比較的低価格の商品
を大量に生産し短サイクルで投入する業態やファッションブランドのこと

（注）環境配慮設計：環境負荷の少ない原材料使用や、GHG排出・廃棄物・
包装材・繊維くず発生の抑制、長期使用など、環境に配慮した製品設計

（資料）図表1および3は経済産業省「サステナブルファッションに関する取組」
（2024年11月）より、ひろぎんHD経済産業調査部作成

（資料）環境省「サステナブルファッションの推進に向けたアクションプラン」
（2026年3月）より、ひろぎんHD経済産業調査部作成

使えるものは譲る（▲3万トン）

リユースの拡大（フリマアプリ・古着屋など）

使えるものは長く使う（▲4万トン）

稼働率向上・寿命延長の取組の拡大
（シェアリング・レンタル、メンテナンス・リペア等）

2020年度比
25％削減

（▲13万トン）
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